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搾
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」

[

見
返]　

墨
付
な
し

　
　

搾
油
濫
觴

　
　

皇
國
の
い
に
し
へ
、
い
ま
た
燈
油
の
製
法
、
世
に
行
は
れ
さ
り
し

　
　

時
は
、
上(

は)

朝
庭
よ
り
下(

は)
民
家
に
至
ま
て
松
明
・
庭
燎
を

　
　

以
て
夜
陰
の
備
と
せ
り
。
抑
松
明
の
起
は
、
神
代
に
伊
弉

　
　

諾
尊
の
湯
津
の
爪
櫛
の
雄
桂
〔
柱
〕
を
率
折
て
秉
炬
と
な

　
　

し
給
ひ
し
に
は
じ
ま
り
、
人
皇
の
御
代
に
列(

し)

数
代

　
　

を
経
て
も
松
明
を
用
ひ
ら
れ
し
に
、
用
明
天
皇
の
御
宇
、

　
　

始
て
新
嘗
會
・
大
嘗
會
等
の
大
禮
を
行
る
に
、
主
殿
寮

　
　

の
官
人
、
燈
燎
を
西
院
に
設
た
る
に
各
二
燈
二
燎
な
り
と

　
　

江
家
次
第
に
記
さ
れ
た
り
。
か
く
油
火
と
薪
火
と
を
わ(

（
別
）)

( １オ )

　
　

か
ち
て
記
さ
れ
た
る
を
見
れ
は
、
其
比ころに
は
早
々
菓
実
の
油

　
　

を
製
し
て
燈
明
の
用
に
備
え
ら
れ
た
る
事
明あき
らけ
し
。
其

　
　

後
孝
徳
天
皇
の
大
化
年
中
、
味あじ
ふ經

の
宮
に
お
ゐ
て
二
千
七

　
　

百
余
燈
を
燃
し
、
天
下
の
僧
尼
を
請
し
、
安
宅
・
土
側
等
の

　
　

經
を
誦
し
め
給
ひ
し
事
、
又
天
武
天
皇
白
鳳
年
中
、

　
　

和
州
河
原
寺
に
お
ゐ
て
燃
燈
の
供
養
有
し
事
共
、
日
本
記

　
　

に
見
え
た
り
。
夫
よ
り
後
行
れ
し
事
共
、
専(

ら)

油
火
を
用
ひ
ら

　
　

る
ゝ
事
に
成
た
る
な
る
へ
し
。
又
文
武
天
皇
〔
慶
雲
〕
二
年
に

　
　

初
て
行
る
ゝ
追
儺
の
節
會
に
灯
臺
を
立
る
事
を
日

　
　

中
行
事
に
記
さ
れ
、
聖
武
天
皇
の
時
撰(

れ)

し
万
葉
集
に
、
油
火

　
　

を
詠
す
る
歌
二
首
を
載
ら
れ
、
孝
謙
帝
の
天
平
勝
宝
六
年
、

　
　

東
大
寺
に
幸
し
て
二
萬
燈
を
燃
し
、
天
下
に
大
赦

　
　

せ
ら
れ
し
事
有
。
同
七
年
に
始
め
ら
れ
し
七
夕
乞
巧

　
　

奠
の
式
に
も
内
蔵
寮
よ
り
御
燈
明
を
供
す
る
事
を

　
　

江
次
第
に
誌
さ
れ
、
ま
た
弘
仁
の
比
、
空
海
、
高
野
山
に
お
ゐ
て

( １ウ )

( ２オ )
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万
燈
万
花
の
會
を
修
せ
ら
る
ゝ
願
文
を
性
霊
集
に
載

　
　

ら
れ
、
仁
明
帝
の
〔
承
〕
和
十
年
、
油
一
斛
正
税
三
百
束
を

　
　

元
興
寺
六
月
十
五
日
の
萬
燈
會
と
十
月
十
五
日
の
萬

　
　

花
會
と
に
宛
て
、
毎
年
の
恒
例
と
す
へ
き
よ
し
の
宣

　
　

旨
を
賜
ひ
け
る
を
讀
〔
續
〕日
本
〔
後
〕記
に
し
る
さ
れ
、
三
月
三
日
御
燈

　
　

の
事
も
貞
觀
以
来
は
北
山
霊
巌
寺
の
辺
に
て
是
を

　
　

供
す
る
事
の
よ
し
、
江
家
次
第
に
見
え
た
り
。
此
外
、
史

　
　

録
に
載
る
処
、
其
證
多
し
と
い
へ
と
も
、
其
比
迄
の
灯
油
は

　
　

皆
菓
實
の
製
に
て
、
朝
庭
を
初
め
奉
り
神
社
・
佛

　
　

閣
・
高
貴
の
家
々
の
灯
火
に
も
、
皆
菓
実
の
油
を

　
　

用
ひ
ら
れ
た
る
事
と
見
ひ
〔
へ
〕

た
り
。
爰
に
清
和
帝

　
　

の
貞
觀
元
年
、
和
州
大
安
寺
の
僧
に
行
教
和
尚
と

　
　

い
ふ
人
あ
り
。
此
人
は
武
内
宿
祢
の
後
胤
な
り
し
か
、

　
　

豊
前
國
宇
佐
の
宮
に
参
篭
せ
ら
れ
け
る
時
に
、
八
幡
宮

　
　

の
示
現
を
蒙
り
、
同
年
八
月
廿
三
日
、
城
州
大
山
崎
に
神
霊

( ２ウ )

　
　

を
遷
し
奉
ら
れ
け
る
。
又
神
託
に
任(

せ)

て
男
山
に
移
し

　
　

奉
れ
り
。
此
時
山
崎
の
社
司
に
初
て
長
木
と
い
ふ

　
　

搾
具
を
以
て
荏
胡
麻
の
油
を
製
し
、
禁
裏
を
始

　
　

奉
り
男
山
・
大
山
崎
両
官〔宮
〕の

燈
明
の
料
に
献
し
奉
る
。

　
　

是
則
草
種
油
の
濫
觴
な
り
。
時
に
朝
庭
よ
り
其

　
　

功
を
賞
し
給
ひ
て
、
社
司
等
に
油
司
の
御
宣
を
賜(

ふ)

。

　
　

こ
れ
に
よ
つ
て
、
所
々
神
社
・
佛
閣
の
燈
明
油
は
皆
大
山

　
　

崎
よ
り
納
め
奉
れ
り
。
さ
れ
は
元
亨
釋
書
に
寛
平
帝
の

　
　

御
時
、
七
ヶ
所
の
神
社
・
佛
閣
へ
燈
明
油
を
納
め
た
る
を

　
　

記
さ
れ
た
る
も
、
皆
此
大
山
崎
の
油
な
り
。
然(

り)

し
よ
り

　
　

以
来
、
諸
州
に
荏
胡
麻
の
油
を
製(

す)

と
い
へ
と
も
、
い
ま
た

　
　

天
下
に
あ
ま
ね
か
ら
ず
故
に
、
昔
の
菓
実
の
油
を
用
る

　
　

所
も
多
か
り
け
る
。
其
事
は
、
延
喜
帝
の
御
時
、
諸
州
ゟより

　
　

貢
調
せ
し
地
産
の
油
の
う
ち
、
荏
胡
麻
の
油
の
外

　
　

に
多
く
菓
の
製
油
を
擧
た
る
に
て
知
ら
れ
た
り
。

( ３オ )

( ３ウ )( ４オ )
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又
一
條
院
の
正
暦
の
比
、
大
和
國
椿
市
ハ
海
柘
榴
の
油
を
鬻

　
　

き
し
所
に
て
、
長
谷
寺
の
燈
明
油
も
此
所
よ
り
調
と
と
のへ
し

　
　

事
は
小
右
記
の
長
谷
詣
の
所
に
見
え
た
り
。
さ
れ
は
其
比
、

　
　

紫
式
部
の
作
れ
る
源
氏
物
語
に
椿
市
に
て
御
明
の
事

　
　

し（認
）た
し
む
る
よ（由
）し
書
た
り
。
た
ゝ
ち
に
其
さ
ま
を
う
つ
せ
し

　
　

な
り
。
又
後
堀
川
院
の
御
時
、
栂
尾
明
惠
上
人
の
つ
く

　
　

ら
れ
た
る
暮〔暮
露
々
々
草
子
〕

も
ろ
〳
〵
の
發
端
に
、
み
（
都
）や
こ
に
油
う
る
女

　
　

な〔あ
り
〕らて
、
其
名
を
暮
と
い
ふ
よ
し
し
（
記
）る
さ
れ
た
れ
は
、

　
　

其
比
は
山
崎
よ
り
都
ひ
〔
へ
〕油
売
に
い
た
る
女
も
あ
り

　
　

た
る
な
る
へ
し
。
其
後
諸
州
に
お
ゐ
て
も
大
山
崎
長
木

　
　

の
せ
い
（
製
）に
も
と
つ
き
、
専(

ら)

荏
胡
麻
の
油
を
製
し
出
せ

　
　

し
よ
り
、
大
に
國
益
を
な
せ
り
。
こ
れ
に
よ
つ
て

　
　

朝
庭
よ
り
綸
旨
・
院
宣
を
賜
り
、
大
山
崎
の
社
司
を
し
て

　
　

天
下
荏
胡
麻
製
油
の
長
と
な
さ
し
め
た
ま
ひ
、
且
禁

　
　

中
の
燈
油
、
男
山
・
大
山
崎
祭
尊
の
料
と
せ
ら
れ
、
諸

( ４ウ )

　
　

州
荏
胡
麻
製
油
家
の
元
祖
を
大
山
崎
へ
下
し
給
へ〔ひ
〕、

　
　

諸
関
津
の
進
退
を
自
由
な
ら
し
め
給
ひ
、
課
役

　
　

等
を
免
除
せ
ら
る
。
職
人
歌
合
に
山
崎
の
油
賣
を

　
　

読
た
る
も
此
時
の
事
に
て
、
諸
州
之
神
社
・
佛
閣
之
燈
明

　
　

油
を
持
運
行(

き)

、
或
は
所
江々
出
る
油
賣
も
、
皆
大
山
崎
の
許
状

　
　

を
受
て
印
券
を
ゆ
る
し
て
往
来
す
る
事
、
諸
関
津
渡

　
　

を
ま
も
る
士
も
是
を
さ
ま
た
く
る
事
な
し
。
暦
代
之
御

　
　

教
書
、
鎌
倉
右
大
将
家
よ
り
足
利
将
軍
家
に
至
ま
て

　
　

其
儀
同
か
り
け
る
か
、
天
正
年
中
、
豊
臣
大
閤
之
時
、
忽(

ち)

先

　
　

規
の
例
を
変
せ
ら
れ
、
京
都
大
佛
殿
建
立
の
砌
、
大
佛
殿

　
　

門
前
に
お
ゐ
て
長
木
を
立(

て)

さ
せ
、
大
山
崎
江
油
屋
ヲ

　
　

ゆ
る
さ
れ
木
〔
油
〕本
と
定
ら
れ
、
大
佛
殿
の
燈
明
油
を
献

　
　

せ
し
め
ら
れ
し
か
、
慶
長
年
中
大
〔
閣
〕
薨
し
給
ひ
て
後
、
秀

　
　

頼
公
、
豊
國
の
祠
を
洛
東
に
立
ら
れ
し
事
、
諸
侯
よ
り

　
　

献
ら
る
ゝ
処
の
石
燈
篭
の
五
十
六
基
の
燈
明
油
を
山
崎
油

( ５オ )( ５ウ )
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座
に
命
し
て
納(

め)

し
め
ら
れ
、
地
を
大
佛
殿
の
傍
に
賜
り
し

　
　

か
は
、
支
配
の
下
司
を
置
て
燈
明
油
を
油
（
衍
ヵ
）を
献
し
来
り
、

　
　

則
今
の
灯
明
地
、
是
也
。
元
和
の
比
、
豊
國
の
祠
發
破
し
給
ひ

　
　

て
の
ち
は
、
石
燈
篭
も
漸
々
に
散
失
し
て
三
十
六
基

　
　

存
せ
り
。
是
を
大
佛
殿
の
傍
に
殘
し
て
今
に
至
ま
て

　
　

燈
明
を
點
す
。
今
猶
毎
年
十
二
月
十
三
日
、
大
山
崎
の
社
司
等
、

　
　

神
廟
に
謁
し
て
社
庫
を
開
き
、
諸
国
油
賣
の
輩
へ
許
状
・

　
　

印
券
を
与
ふ
る
に
、
式
に
な
ら
ふ
の
神
秘
有
。
俗
に
是
を
判

　
　

紙
の
會
合
と
い
ふ
。
実
に
古
代
の
遺
例
也
。

　
　

摂
州
遠
里
小
野
に
て
燈
油
を
製
せ
し
事
を
考
ふ
る

　
　

に
、
日
本
記
神
功
皇
后
十
一
年
辛

卯
年
、
住
吉
大
明
神
、
此
地
に

　
　

鎮
座
ま
し
〳
〵
て
よ
り
以
来
、
官
幣
使
ヲ
立
ら
れ
、
凡
お
よ
そ
朝

　
　

庭
に
て
行
は
る
ゝ
處
の
祭
禮
・
節
禮
等
を
當
社
に
お

　
　

ゐ
て
神
事
に
行
は
れ
た
る
中
に
も
、
御
鎮
座
神
事
・

　
　

祈
年
祭
・
御
祓
神
事
・
新
嘗
會
等
、
灯
火
を
用
ら
る
神
事

　
　

有
之
。
畝
火
山
の
土
を
も
つ
て
灯
臺
を
造
ら
し
め
ら
る
ゝ
に
、

　
　

燈
明
油
は
遠
里
小
野
に
お
ゐ
て
榛
の
実
の
油
を

　
　

製
し
、
神
前
の
灯
明
、
其
外
神
事
に
用
る
処
の
油
、
皆
遠

　
　

里
小
野
よ
り
納
め
奉
り
。
依
之
社
務
家
よ
り
御
神
領
之
内

　
　

免
除
の
地
を
与
へ
ら
る
。
是
則
遠
里
小
野
む
ら
油
田
の
地
也
。

　
　

大
同
年
中
、
僧
空
海
、
住
吉
明
神
江
参
篭
し
給
ひ
し

　
　

時
、
両
基
の
石
灯
篭
を
寄
進
し
た
ま
へ
〔
ひ
〕、
其
灯
明
油
も

　
　

遠
里
小
野
よ
り
納
め
し
め
給
ひ
、
今
幸
に
正
功
殿
の

　
　

庭
前
に
存
せ
る
灯
籠
、
是
な
り
。
石
面
磨
滅
し
て

　
　

さ（定
）た
か
に
見
わ（別
）か
つ
る
事
能
は
す
と
い
へ
と
も
、
火
炬
に

　
　

刻
め
る
処
の
六
躰
佛
の
像
、
其
様
古
雅
に
し
て
実
に
千

　
　

年
の
旧
物
な
り
。
爰(

に)

有
書
の
説
に
曰
、
後
醍
醐
帝
の
御

　
　

時
、
楠
正
成
朝
臣
、
遠
里
小
野
極
楽
寺
の
毘
沙
門
天
は

　
　

和
州
信
貴
山
の
霊
像
と
同
体
な
り
と
て
、
石
灯
籠
両

　
　

基
を
獻
せ
ら
れ
、
灯
油
は
遠
里
小
野
よ
り
納
め
し

(6 ウ )
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め
ら
れ
し
か
、
今
猶
極
楽
寺
の
庭
前
に
一
基
の
石

　
　

灯
籠
殘
り
て
有
。
是
明(

に)

正
成
公
奇
附(

〔
寄
〕)

の
遺
物
な
り

　
　

と
い
へ
る
に
、
又
或
人
曰
、
遠
里
小
野
む
ら
民
某
、
故
有
て

　
　

家
居
断
絶
せ
し
跡
に
一
体
の
毘
沙
門
天
の
木
像
殘
て

　
　

年
を
經
た
る
に
、
士
俗
是
を
呼
て
毘
沙
門
屋
敷
と
言

　
　

し
か
、
木
像
な
れ
は
あ（雨
）め
露
の
爲
に
朽
滅
ら
れ
ん
事

　
　

を
お
し
み
て
當
村
の
極
楽
寺
に
安
置
す
。
亦
あ
る
時
、

　
　

か
の
屋
鋪
の
傍
に
土
中
よ
り
石
燈
籠
一
基
を
堀
出
し

　
　

た
れ
は
、
是
も
極
楽
寺
に
寄
附
す
と
云
。
思
ふ
に
是
は

　
　

古
代
住
吉
へ
寄
附
せ
し
石
灯
籠
な
る
を
、
士
俗
無
稽

　
　

の
事
を
附
會
し
て
あ
や
ま
り
傳
る
な
る
へ
し
。
扨

　
　

其
比
、
諸
州
に
菓
実
油
の
製
法
多
か
り
け
れ
共
、
わ
け
て
遠

　
　

里
小
野
は
製
油
の
名
所
に
て
、
所
々
へ
油
賣
も
出
し
か

　
　

は
、
夫
木
集
、
其
外
之
集
に
も
遠
里
小
野
の
油
賣
を
読
る

　
　

歌
を
載
ら
れ
、
其
名
他
國
よ
り
も
高
か
り
け
る
に
、
其
後
大
山

(7 ウ )

　
　

崎
に
て
長
木
に
て
荏
胡
麻
の
油
を
し（搾
）ほ
り
出
せ
る
。
其

　
　

製
工たくみ
成
け
れ
は
、
諸
州
に
お
ゐ
て
も
彼
製
に
な
ら
ひ

　
　

草
種
の
油
製
す
る
事
多
か
り
し
は
、
遠
里
小
野
の

　
　

若
野
氏
某
は
し
め
し
蕓
臺
〔
薹
〕子(

な
た
ね)

を
製
し
清
油

　
　

を
と
り
て
従
来
の
菓
実
の
油
に
か
へ
て
、
住
吉
明

　
　

明
（
衍
）神
に
献
し
奉
れ
り
。
是
皇
國
菜
種
油
の
始
な
り
。

　
　

誠
に
蕓
臺
子
は
他
の
草
種
に
増
〔
勝
〕り
て
精
液
其
中
に
満
る
。

　
　

故
に
製(

す)

る
處
の
油
汁
の
清
潔
な
る
事
、
是
に
ま
さ
る
も
の

　
　

な
し
。
此
時
に
當
て
一
種
の
檮
押
木
を
造
り
出
し
、
是
を

　
　

製
す
る
に
其
功
大
に
長
木
に
た
り
、
則
今
世
に
用
る
処
の

　
　

搾
木
こ
れ
な
り
。
一
説
に
住
吉
明
神
の
神
託
に
よ
り
て

　
　

是
を
造
る
と
云
傳
へ
た
れ
は
、
其
證
詳
な
ら
す
。
思(

ふ)

に

　
　

諸
の
種
物
を
製
す
る
搾
木
あ
れ
共
、
其
功
、
是
に
過
る

　
　

も
の
な
け
れ
は
、
神
作
と
云(

は)

ん
も
又
宣
な
ら
す
や
。
此

　
　

搾
具
を
用
て
村
中
の
一
族
専
ら
蕓
臺
子
の
油
を
製

(8 オ )

(8 ウ )(9 オ )
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し
出
せ
し
よ
り
、
大
國
の
益
と
な
り
し
か
は
、
是
よ
り
遠

　
　

里
小
野
の
油
田
仲
間
と
称
し
、
則
村
辺
に
懸
札
を
出
し
て

　
　

日
毎
に
油
の
價
を
書
記
し
、
又
其
傍
に
油
茶
屋
と
云
を
建
て
、

　
　

所
々
へ
出
る
油
賣
の
輩
、
此
処
に
集
り
休
ら
ひ
て
油
の
價
の

　
　

事
共
を
相
議
し
、
所
々
江
分
れ
出
て
賣
歩
行(

き)

し
ゆ
へ
、
今
尚

　
　

油
茶
屋
の
名
、
田
地
の
字
に
傳
へ
て
殘
れ
り
。
元
和
年
中
、
大

　
　

阪
御
平
定
の
後
、
諸
國
へ
の
通
路
、
使
〔
便
〕宜
な
る
に
随
ひ
、
庶
民

　
　

當
地
に
競
ひ
集
り
、
□
〔
繁
〕華

輻
湊
の
地
と
な
り
し
か
は
、

　
　

遠
里
小
野
、
其
外
所
々
の
油
賣
の
者
共
、
多
く
此
地
に

　
　

引
移
り
、
蕓
臺
子
製
法
・
檮
押
木
の
巧
み
ま
て
紬〔細
密
〕蜜に

　
　

工
夫
を
加
へ
、
弥
盛
に
行
は
れ
し
か
は
、
諸
國
に
殘
り
て
有
し

　
　

長
木
の
製
も
、
明
暦
の
比
よ
り
絶
て
用
ひ
さ
る
事

　
　

と
な
り
て
、
諸
品
の
油
を
製
す
る
に
一
統
に
此
檮
押
木

　
　

に
よ
ら
さ
る
は
な
し
。
さ
れ
は
世
変
り
、
事
異
也
と
い
へ
と
も
、

　
　

今
に
お
ゐ
て
住
吉
明
神
の
灯
明
、
其
外
年
中
行
る
ゝ

(9 ウ )

　
　

所
の
神
事
に
用
ゆ
る
灯
油
は
皆
遠
里
小
野
よ
り

　
　

納
め
奉
り
、
住
吉
社
職
梅
園
美
の
家
、
此
事
を
司
と

　
　

ら
れ
、
是
を
油
奉
行
と
称
し
、
古
へ
免
除
せ
ら
れ
し

　
　

油
田
の
地
は
今
に
至
ま
て
遠
里
小
野
に
持
傳
ひ

　
　

た
り
。
是
ま
た
実
に
古
代
の
遺
例
也
。
今
大
平
の
御
代

　
　

に
逢
て
永
世
不
易
の
産
業
と
な
り
た
る
濫
觴
を
わ
（
忘
）

　
　

す
る
ま
し
き
為
に
諸
書
を
考
へ
索
し
、
諸
家
に
尋
究

　
　

し
て
、
其
始
末
を
正
せ
は
中
古
大
山
崎
に
長
木
に
端
を
開
、

　
　

遠
里
小
野
の
搾
木
に
て
と
ゝ
の
ひ
、
近
世
大
阪
の
津
に
て

　
　

盛
に
廣
ま
り
し
故
な
れ
は
、
此
搾
油
を
業
と
す
る

　
　

輩
、
こ
の
来
暦
を
思
惟
し
、
日
夜
こ
の
事
、
心
を
用
ひ
、

　
　

子
孫
の
末
々
に
至
ま
て
、
こ
の
業
を
ゆ
る
か
せ
に
す

　
　

へ
か
ら
さ
る
も
の
な
る
へ
し
と
云
。

　
　

搾
油
濫
觴
裏
書
（
略
）

(10 オ )(10 ウ )(11 オ )
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